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ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
月
間 

 
 

 

平
成
25
年
11
月
22
日
（
金
） 

30
周
年
記
念
・ 

シ
ン
ボ
ル
桜
の
お
披
露
目 

日
本
・
ネ
パ
ー
ル
小
学
生
文
化
交
流  

於 

大
須
観
音
・
大
須
小
学
校 

 
  

会
員 

64
名  

出
席
計
算
数 56

名
中
39
名
出
席 

出
席
率
69
・
64
％ 

前
々
回
出
席
率
90
・
57
％ 

  

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

  

★
第
一
部
：
大
須
観
音
境
内
＆
講
堂 

 

11
時
15
分 

  
 

 

記
念
碑
披
露
＆
シ
ン
ボ
ル
桜
植
樹 

12
時
00
分 

例
会
＆
食
事 

★
第
二
部
：
大
須
小
学
校 

マ
ル
チ
ル
ー
ム
＆
体
育
館  

13
時
30
分 

 
 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
、 

日
本
・
ネ
パ
ー
ル
小
学
生
文
化
交
流 

14
時
20
分 

 

 
 

 

Ｏ
Ｓ
Ｕ
フ
ィ
ー
ル
ド
間
伐
材
を 

使
っ
た
作
品
展
見
学
、
解
散 

 

ゲ
ス
ト 

猿
投
の
森
づ
く
り
の
会 

代
表 

和
田 

豊
司
さ
ん 

猿
投
の
森
づ
く
り
の
会 

Ｏ
Ｓ
Ｕ
山
桜
フ
ィ
ー
ル
ド
Ｐ
Ｊ
リ
ー
ダ
ー 

林 

信
孝
さ
ん 

海
外
在
住
ネ
パ
ー
ル
人
協
会
日
本
支
部 

会
長
・
中
部
名
古
屋
み
ら
い
Ｒ
Ｃ
親
睦

活
動
委
員
長 

ポ
カ
レ
ル 

パ
ラ
ス 

マ
ニ
さ
ん 

中
部
名
古
屋
み
ら
い
Ｒ
Ｃ 

 

初
代
会
長 

川
口 

 

豊
さ
ん 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

中
部
名
古
屋
み
ら
い
Ｒ
Ｃ
・
川
口 

豊

さ
ん
よ
り
ご
祝
儀
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
日
は
長
丁
場
で
す
。
皆
様
お
世
話
に

な
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

木
村 

光
徳 

ネ
パ
ー
ル
最
高
で
し
た
！
渡
辺 

観
永 

３０
周
年
記
念
事
業
の
成
功
を
祈
願
し

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

岡
部 

快
圓 

猿
投
の
森
づ
く
り
の
会
の
方
々
を
お
招

き
し
て
。
尾
上 

 

昇
・
近
藤
宏
一
郎 

末
永
く
き
れ
い
な
花
が
咲
き
続
け
ま
す

よ
う
に
。 

 
 

 
 

 

大
原 

敏
正 

カ
ト
マ
ン
ズ
・
マ
テ
村
よ
り
無
事
帰
国

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

柴
岡 

正
将 

周
年
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

堀
江 

英
弥 

３０
周
年
記
念
事
業
の
成
功
を
願
っ
て
。 

 
 

 
 

浅
野 

 

彰
・
丹
下 

富
博 

 
 

 
 

杉
浦 

令
淑
・
田
崎 

雅
三 

 
 

 
 

杉
本 

英
夫
・
伊
藤 

与
則 

 
 

 
 

前
田 

隆
久
・
小
野 

定
男 

 
 

 
 

鬼
頭 

茂
成
・
春
日
井
和
良 

 
 

 
 

林 
 

順
治 

 
 

 

し
だ
れ
桜
と
銀
杏
の
成
長
を
願
い
ま
す
。 

 
 

 
 

宇
野 

史
仁
・
岡
村 

隆
德 

  

会
長
挨
拶 

 

会
長 

木
村 
光
徳 

今
年
度
の
国
内
外
で
の
奉
仕
事
業
も

い
よ
い
よ
佳
境
に
入
っ
て
参
り
ま
し
た
。

Ｏ
Ｓ
Ｕ
山
桜
の
森
Ｐ
Ｊ
は
今
年
４
月
17

日
の
キ
ッ
ク
オ
フ
以
来
、
沢
山
の
メ
ン

バ
ー
の
方
々
に
参
加
を
し
て
頂
き
、

着
々
と
整
備
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

ま
た
海
外

で
の
奉
仕
事

業
で
あ
る
ネ

パ
ー
ル
の
電

気
が
通
っ
て

い
な
い
地
域

で
の
ソ
ー
ラ

ー
発
電
機

50
基
の
設 

置
事
業
も
、
10
月
に
は
全
て
完
成
し
、 

先
週
の
11
月
13
日
～
17
日
の
旅
程

で
、
会
員
10
名
、
家
族
２
名
、
会
員
友

人
１
名
の
総
勢
13
名
で
ネ
パ
ー
ル
を
訪

問
し
、
14
日
の
マ
テ
村
で
の
贈
呈
式
典

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。 

マ
テ
村
は
人
口
１
５
０
～
２
０
０
人

程
度
の
小
さ
な
村
で
す
が
、
殆
ん
ど
全

員
が
参
加
し
て
の
盛
大
な
式
典
で
、
村

の
人
々
の
感
謝
の
気
持
ち
が
溢
れ
、
特

に
、
子
供
達
の
楽
し
そ
う
な
姿
が
印
象

的
で
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
暖
か
い
気
持

ち
で
帰
途
に
就
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
で
の
式
典
に
参
加
し
て
頂
い

た
方
々
、
支
援
品
・
支
援
金
を
提
供
頂

い
た
皆
様
に
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

そ
し
て
今
日
は
、
午
前
中
に
名
古
屋

大
須
Ｒ
Ｃ
30
周
年
記
念
シ
ン
ボ
ル
桜

の
植
樹
祭
に
参
加
し
て
頂
き
、
昨
年
度

の
世
界
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
広
島
大
会
で

配
布
さ
れ
た
被
曝
銀
杏
を
見
て
頂
き
、

例
会
に
参
加
、
そ
し
て
例
会
終
了
後
大

須
小
学
校
へ
移
動
し
て
、
大
須
小
学
校

と
ネ
パ
ー
ル
・
メ
ー
ル
ダ
ラ
の
児
童
と

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
交
流

会
を
見
学
し
て
、
そ
の
後
Ｏ
Ｓ
Ｕ
山
桜

の
森
の
整
備
で
発
生
し
た
間
伐
材
を
利

用
し
て
、
大
須
小
学
校
の
児
童
が
作
っ

た
作
品
展
を
見
て
頂
き
、
盛
り
沢
山
な

内
容
の
今
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
終
了

致
し
ま
す
。 

 

大
須
小
学
校
に
も
、
な
る
べ
く
多
く

の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
頂
け
ま
す
様

お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

お
礼
の
挨
拶 

大
須
観
音
貫
主 

岡
部 

快
圓 

本
日
は
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
30
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
当
山
に
し
だ
れ
桜

を
奉
納
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
当
山
は
平
素
名
古
屋
市
民

の
こ
こ
ろ
の
拠
り
所
の
寺
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
今
般
し
だ
れ
桜
を

奉
納
頂
い
た
こ
と
で
、
来
春
に
は
満
開

の
花
で
多
く
の
参
拝
者
の
こ
こ
ろ
を
和 

               

1231 

 

 

第1443 回例会 



    - 2 - 

ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

桜
は
日
本
人
に
は
特
別
な
想
い
が
あ

り
、
わ
た
く
し
も
何
度
か
海
外
の
激
戦

地
に
慰
霊
法
要
の
為
に
訪
れ
て
い
ま
す

が
、
兵
隊
さ
ん
は
必
ず
桜
に
似
た
花
を

見
つ
け
名
前
を
付
け
て
、日
本
の
春
を
、

故
郷
を
偲
ん
で
み
え
ま
し
た
。 

例
え
ば
太
平
洋
諸
島
で
は「
南
方
桜
」、

遠
く
モ
ン
ゴ
ル
で
は
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
桜
」

と
。し
か
し
残
念
な
が
ら
、多
く
の
方
々

の
日
本
の
春
を
楽
し
む
想
い
は
二
度
と

叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

日
本
人
の
こ
こ
ろ
の
拠
り
所
で
あ
る

さ
く
ら
を
大
切
に
育
て
、
多
く
の
参
拝

者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

合
掌 

 
                  

 

記
念
碑
披
露
＆
シ
ン
ボ
ル
桜
植
樹
挨
拶 

30
周
年
実
行
委
員
長 

堀
江 

英
弥 

本
日
は
、

猿
投
の
森
づ

く
り
の
会 

代
表 

和
田

豊
司
様
、
Ｏ

Ｓ
Ｕ
山
桜
フ

ィ
ー
ル
ド
Ｐ

Ｊ
リ
ー
ダ
ー 

林 

信
孝
様
、

中
部
名
古
屋

み
ら
い
Ｒ
Ｃ 

川
口 

豊
様
、 

ポ
カ
レ
ル
・ 

パ
ラ
ス
・
マ 

ニ
様
を
に
ご 

出
席
い
た
だ
き
、
シ
ン
ボ
ル
桜
の
お
披

露
目
が
出
来
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
出
席
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

３
年
前
か
ら
30
周
年
事
業
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
何
が
相
応
し
い
か
、

何
を
行
う
か
、
協
議
し
準
備
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
が
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
日
本
人
に
と
っ
て

桜
の
咲
く
場
所
は
、憩
う
場
所
で
あ
り
、

豊
か
な
自
然
と
、
平
和
の
象
徴
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
桜
を
中
心
に
計

画
し
て
い
く
中
で
「
猿
投
の
森
づ
く
り

の
会
」
と
出
会
い
、
今
年
１
月
か
ら
た

び
重
な
る
会
議
を
開
く
中
で
、
共
同
で

「
山
桜
フ
ィ
ー
ル
ド
」
を
整
備
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
猿
投
の
森
づ

く
り
の
会
」
の
皆
様
に
は
、
春
ま
だ
浅 

い
頃
か
ら
、
真
夏
の
暑
い
時
も
、
毎
週

２
日
整
備
を
し
て
い
た
だ
き
、
よ
う
や

く
形
も
で
き
て
ま
い
り
ま
し
た
。
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

「
Ｏ
Ｓ
Ｕ
山
桜
フ
ィ
ー
ル
ド
」
は
こ

こ
か
ら
車
で
１
時
間
ほ
ど
東
に
行
っ
た

県
有
林
・
東
大
研
修
林
に
隣
接
し
た
と

こ
ろ
に
あ
り
、
自
然
豊
か
な
、
生
物
多

様
性
に
富
む
人
と
生
物
が
共
生
で
き
る

エ
リ
ア
で
す
。
春
に
な
れ
ば
新
緑
の
中

山
桜
の
咲
き
乱
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
に
メ

ン
バ
ー
・
家
族
と
一
緒
に
訪
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。 

こ
の
様
な
「
Ｏ
Ｓ
Ｕ
山
桜
フ
ィ
ー
ル

ド
」
で
大
須
地
域
の
方
々
と
自
然
の
大

切
さ
、
森
を
守
り
続
け
る
大
切
さ
を
後

世
に
伝
え
た
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と
し
て
大
須
観

音
の
境
内
に
し
だ
れ
桜
を
植
樹
し
、
本

日
皆
様
に
銘
板
と
共
に
お
披
露
目
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
こ
の
あ
と
大
須
小
学
校
に
お

い
て
大
須
小
学
校
の
生
徒
と
ネ
パ
ー
ル

の
小
学
生
と
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
回
線
で

結
ん
で
、豊
か
な
日
本
の
子
供
た
ち
と
、

や
や
も
す
る
と
文
明
か
ら
取
り
残
さ
れ

そ
う
な
ネ
パ
ー
ル
の
子
供
た
ち
が
国
際

交
流
を
行
い
、
文
化
の
違
い
を
感
じ
取

っ
て
も
ら
え
る
機
会
と
し
ま
す
。 

ま
た
、
自
然
の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会

と
し
て
、
猿
投
の
森
で
出
た
間
伐
材
を

使
っ
て
、
生
徒
ら
の
感
性
豊
か
に
作
り

上
げ
た
「
何
で
も
ア
ー
ト
・
大
須
美
術

館
」
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

最
後
に
、
本
日
の
設
営
に
ご
協
力
い

た
だ
い
宇
野
君
・
社
会
奉
仕
委
員
会
や 

職
業
奉
仕
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
御
礼
申

し
上
げ
て
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

   

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
、 

日
本
・
ネ
パ
ー
ル
小
学
生
文
化
交
流 

                     

Ｏ
Ｓ
Ｕ
フ
ィ
ー
ル
ド
間
伐
材
を
使
っ
た
作
品
展 

「
何
で
も
ア
ー
ト
・
大
須
美
術
館
」 

 

30
周
年
実
行
副
委
員
長 

 
 

 

前
田 

隆
久 

22
日
、
ネ
パ
ー
ル
の
小
学
生
と
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
交
流
の
後
、
大
須
小
学

校
で
行
わ
れ
て
い
る
作
品
展
「
何
で
も

ア
ー
ト
・
大
須
美
術
館
」
を
見
学
し
ま 

                

し
た
。
こ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
木
材

は
、
Ｏ
Ｓ
Ｕ
山
桜
フ
ィ
ー
ル
ド
の
森
の

作
業
で
出
る「
間
伐
材
」を
使
用
し
て
お

り
、
大
須
小
学
校
の
先
生
方
が
熱
心
に

森
に
通
っ
て
、
選
定
し
搬
入
し
た
木
材

で
す
。 

 

12
月
12
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

12
月
19
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日 

18
時
よ
り
受
付 

 

家
族
忘
年
会 

  

広
報
委
員
会 

小
澤 

幸
男
・
青
木 

靖
高 

飯
田 

昭
夫
・
杉
浦 

令
淑 

 
 

 
 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


	インターネットによる、
	ＯＳＵフィールド間伐材を使った作品展
	「何でもアート・大須美術館」

